
 

 

  

 

 

 

 

茶道で使う 

お道具の名前を 

教えてもらいました！ 

 

ちゃしゃく 

ちゃせん 

ちゃわん 

なつめ 

(ちゃき) 

ふくさ 

                                                     令和８年４月１５日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

４月 茶道教室 

 

 

講師の先生に、盆手前を

見せていただきました。 

お茶を点てる時は、相手

の方を大切に思う気持ち

や、目や耳、鼻の五感を通

して感じとることが大切

と教わりました。 

茶筅や茶杓は生駒市の 

高山で昔から作られている 

伝統工芸品でとても有名です。 

  

公益財団法人岡田茂吉美術文化財団 奈良支部 に所属され、文部科

学省や各行政、教育機関が願う生涯教育の推進や、美育ボランティア（資

格者）を養成し、美による情操教育に関心のある方々と力を合わせて、

こどもから大人まで「生きる力」を支える豊かな心づくりに取り組んで

おられます。茶道ボランティアはもとより、公共施設にお花を生けられ

たり、いけばなボランティアやフラワーセミナーもされています。 

1本の花を通して、その花の美しさを感じながら自分をみつめ、心が

癒される場づくりを大切にされています。 

 

 

  

 

～プロフィール～ 

牡丹桜 

「おちゃのみたい～」 

「おかしたべたい！」と 

次回への期待を膨らませていた 

こども達です♡ 

葉牡丹 

袱紗挟みの中には何が入っているかな？ 
扇子を前に置く時は 

要が右側になるように置くんだよ 

正座で足がしびれながらも 

最後まで頑張っているこども達です♪ 

 

なつめ（ちゃき）の 

中にはお茶の粉（抹茶） 

が入っていたよ！ 

茶道の部屋にも花を生け、美しいものを美しいと感じる心を育みます 

 


